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死にたい理由は生きる理由（ヘブル9:27）
　
　ある統計によりますと、年間自殺によって死ぬ人より、交通事故による死者の方がはるかに上回るそうです。この間もとても悲しい事件が報道されていました。まだ小さい子どもなのに、女の子が男の友達に「私を殺してほしい」と頼んで、その男の友達は頼まれたからといって、包丁でその女の子を刺して、女の子は死に男の子は逮捕されるという悲しいニュースが報道されたことがあります。また、今はインターネットの時代であり、ウェブサイトも自殺をあおるようなサイトが数多くあるそうです。また、自分を含めて私たちも１回以上は、今まで人生を歩いてくる中で「死にたいな」という気持ちになったことがあると思います。それには様々な理由があるでしょう。生きることがあまりにも辛すぎて、もうこれ以上、耐えられないということで終わりにしたい。ここで命を絶ってしまうと楽になるだろうと思って自殺に踏み込むのがほとんどだと思います。ときには、死そのものを理解し、死に憧れを抱く人もいるようです。何の影響かはわかりませんが、それで死を選ぶケースもめったにはないでしょうがあるようです。しかし、クリスチャンの私たちはこのテーマに対してはっきりとしておかないといけないと思います。どんな理由であろうが自殺は許される行為ではありません。止めないといけないことであり、合理化できるようなものではありません。辛すぎてもうこれ以上耐えることができないという気持ちは、十分とは言えませんが理解できます。けれども、自殺はどんな理由であろうが許されるものではありません。
なぜかと言いますと、皆が、特に自殺をする人、したい人が思っているように、死によって私たちの苦しみは終わりになるようなものではありません。ですから、自殺は許されるものではありません。新だからといって、今抱えているどうにもならない問題が解決されるわけではありません。皆がそうなるだろうと勘違いしているだけであって、今日礼拝をささげているクリスチャンの皆さんは、ぜひ覚えていてください。肝に銘じていておいていただきたいと思います。死んだからといって、人生の問題、人間の問題が終わるわけではありません。解決されるわけでもありません。新だからといって楽になることでもありません。もちろん人間的に、残されている家族や知り合いに迷惑をかけるということは言うまでもないでしょうが、そこまでに行く前に、自分自身が思っているように終わるわけでもなく、楽になるわけでもありません。ですから、どんなに辛いことがあっても、死は逃げどころ、非難の場ではありません。それが今日の聖書で明確に言われています。人間には、一度死ぬことと死後には楽になるとか終わるとか、そういうことを聖書は一度も言ったことがありません。さばきを受けることが定まっています。死ぬことによって、もうこの辛さ、苦しみは終わりにしたいと思うでしょうが、死んだ後は、さばきが待っていて、裁かれた後は、ご存知のように今の辛さ、苦しみとは比べることができない永遠の苦しみが待っています。辛さは理解できるでしょうが、勝手に死を選んだり、その死を合理化したりすることは許されません。なぜ、一度死ぬことと死後には楽になるのではなく、死後にはすべてが終わりではなくて、特に残念なのは、日本の社会では、どこの国でも大体同じでしょうが、誰が死んでも死んだ後は、もう死んだから、かわいそうだから良いことばかり言おうということで、皆が天国に行ったと言いますが、そういうことではありません。死んだ人がかわいそうなので、また、残されている知り合いや家族を慰めるためかもしれません。死んだら誰でも、犬も天国に行くと言っていますが、そういうことに惑わされてはいけません。聖書では、迷わずに宣言しています。人間には、一度死ぬことと死後には天国に行くのではなくて、さばきを受けることが定まっているとあります。ですから、死ぬから問題が解決したり、死ぬから楽になったり、死が逃げ場になったりということは勘違い中の勘違いです。
　なぜなのでしょうか。言葉を変えますと、死んでも解決できない問題が私たちにはあるということでしょう。死んでもどうにもならないしでさえ解決にならない問題を私たちは抱えて人生を生きているという話です。その内容は聖書の他には教えていません。人間は外見がどうであれ、どこの国、民族、時代を生きる人間なのかは関係なく、聖書ではこのように宣言しています。「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。その罪は、ちょっとした悪いことをしでかすようなことではありません。どんなことをしていても、どんなに暴れても解決にならない、どうにもならない、新だからといって死でさえどうにもならない、解決にならない原罪という恐ろしい罪です。私たちは、神様によって造られた尊い神のかたちである存在です。動物が進化して高等動物になったわけではありません。最初から、魂があり神を礼拝することができ、神の御心を理解し万物、被造物を、神の御心に従って治め、神の栄光を現すことができる唯一の存在でした。その人間が神を捨てて、惑わされ、目に見えない悪魔にだまされて、悪魔に従う存在に変わってしまいました。自分では気づいていないでしょうが、今生まれながら悪魔に従って生きる存在だという一番の証拠は、本能的に神様のことを理解して、神を信じるように造られている者なのに、生まれながら神様のことをまったく知ることができない、魂が麻痺して生まれるわけです。神様のことを信じている者を見たことがあるのでしょうか。自然に信じるものを。
　それから、もう一つの明確な証拠は、神様から離れて、自分はそういうつもりはないのでしょうが、実際、悪魔に従って生きる人生になっている確かな証拠は、偽物の神、人間の手によって造られた偶像を神だと勘違いして拝むようなことをやるのです。それが罪を犯して神から離れてしまった、どうにもならない恐ろしい原罪を抱えて生きるものだという裏返しです。その結果、人間は誰であれ、神の栄誉を受けることができないので滅びるしかないし、滅びの人生の後、死んだ後は、残念ながら永遠の地獄に落ちることが定まっています。この問題は死んだからといってどうにかなる問題ではありません。それは知らないから、霊的な無知なので、勝手に勘違いしているだけです。そして、この問題は、自分が死んだからといって、自分自身で終らないで、次の世代、聖書で言われているとおりに、子孫３代、４代にまで、その咎が受け継がれるようになる問題です。だから、ひとりが死んだからといってそれで終わるというような、簡単な話ではありません。今日の聖書の箇所を、ぜひ心に覚えていただきたいと思います。「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」。ですから、苦しみの人生、悲しい人生、辛い様々な事の前で、まことに必要なのは自殺ではありません。死を選ぶことではありません。このどうにもならない滅びののろいの問題、人の原罪の罪、地獄の運命の問題から救われることです。それはまことの神様以外にはできないことであり、つまり、苦しみの人生に本当に必要なのは死ではなくて神の恵みであり、神様からの救いです。そのことを聖書のみことばを通して心に命じていただきたいと思います。そういう意味で、誰が何と言おうと、どんな合理的な理論を述べるにしても、自殺は許されるものではありません。つまり、自殺というのは、人間が、いのちがある時に限って、生きているときに限って可能な、神様からのまことの救いの機会を自ら破壊するサタンの策略です。死ぬと、人間に絶対に必要な神様からのまことの救いの機会が奪われることになります。神様からの救いは、肉の命が私たちに許されている間だけです。死んでしまうと、救いの機会は永遠に終わりです。だから、自殺というのは、自らその機会を全部吹っ飛ばすことであり、その裏で人間を滅ぼそうとしている悪魔、サタンの策略によってそうすることです。つまり、自殺というのは、辛いから、耐えられないから選ぶものではありません。自分も知らないうちに救いの機会を奪おうとしている悪魔の策略に引っかかった結果、自殺を選ぶようになるということをクリスチャンの皆さんは覚えていてください。これから、時間が流れれば流れるほど、世の中では変な空気、様々な理論が飛び交うようになります。昔は自殺について、意味は分からないでしょうが、最初から否定的な意見でしたが、だんだんありうるだろうというニュアンスも今出てきています。クリスチャンの皆さん。皆さんしかいません。しっかりと、はっきりと、このテーマについて覚えていてください。絶対に許される行為ではありません。その人が良い悪いという以前の話です。無知だから、知らないからそのように走るだけです。もう一度言います。自殺というのは、生きているときに限って可能なまことの救いの機会を自分自ら破壊してしまう。そして、その裏でそうさせるサタンの策略だということを覚えてください。
　先ほども申し上げましたように、その人の心があまりにも弱いので自殺を選ぶと思うでしょう。心が弱いからではありません。あまりにも辛すぎて自殺してしまったと思うでしょうが、そういうことではありません。人を滅ぼそうとしている別の力が働いているということを看過してはいけません。聖書にはこう書いてあります。ヨハネ8：4４には、悪魔、サタンは最初から人殺しであると書いてあります。人殺しというのは、他人を殺すこともそうだし、自分で自分のいのちを断ってしまうことも同じです。そのすべてが結局、最初から人殺しであると言われている悪魔、サタンの裏工作であり策略なのです。これらをぜひ覚えていただきたいと思います。ですから、救われていない人の死は、どんな理由であろうが美化されるものではありません。美化してはいけません。私たちが人との付き合いや福音宣教のために知恵を働かせてどうするかという話は必要でしょう。でも、クリスチャンの心の中で救われていない人の死に対して、たとえその人が社会に対してものすごく貢献し、貧しい人と苦しみをともにしたからといって、その死を美化するような勘違いをしてはいけません。人間には一度死ぬことと、死後には救われていない場合は、永遠の滅びのさばきが待っているのです。そうではありませんか。ですから、悲しいでしょう。また、かわいそうでしょうけれども、死を美化することは許されません。クリスチャンの死は美しいものです。しかし、普通、一般的に死そのものをいろいろな理由で救われてもいないのにほめたたえたり美化したりするような流れに乗っていてはいけません。皆さん、このように自殺、あるいは死を選んだということに対して、皆さんの内側で整理しないといけません。普通に考えているようなこととは正反対の内容です。

つまり、自殺したいと思うほどの辛さ、苦しみは、自殺の理由ではなく、死ぬ理由でもなくて、人生の本質に気づいて、神様からのまことの救いに預かるための理由です。辛さ、苦しみは、耐えられない苦痛というのは、死ぬ理由ではありません。人生の本質、神さまを離れて神の栄光に富んでいたものがそのすべてが奪われて、悪魔の手下になって、滅びの運命に捕らわれて生きる人間の本質、人生の本質、それに気づいて、それに目覚める、それを心から素直に認める機会であり、そのことによってまことの救いに預かるための理由です。そして、その結果、永遠のいのちの祝福を与えられるための理由です。自殺とは正反対でしょう。どんな辛いことがあるのでしょうか。死にたいと思うほどの苦しみがあるのでしょうか。そういう状況なのでしょうか。それは死ぬ理由ではありません。私たちが当たり前に死ぬしかない、死にたいと思う理由だと思っているものは、実は永遠のいのちの祝福に預かる理由なのです。サタン、悪魔は、それを全部ひっくり返してどうにか人を滅ぼす方向に持って行こうとしているのです。だまされないようにしましょう。
　今回の名古屋の集会で柳先生もそういうお話をされましたが、インドのある人が、あまりにも辛すぎてもうこれ以上生きる理由がない。生きられないということで自殺を選びました。一番楽に死ねる方法を考えていたら、線路に横たわっていれば列車が通り過ぎて苦しまずにすぐに死んでしまうだろうということで、線路に横になっていました。まだ列車の時刻表になっていなかったので、待っている間に風が吹いてきて、紙一枚が顔の方に飛んできました。何かと見ると、そこに今まで見たことのない言葉が書いてありました。すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。そして、その下に聖書の箇所、マタイ11：28と書いてあって、そこでこの人はすぐに立ち上がり、「聖書にはこういうことが書いてあるのか」と思い、聖書のお話をしているところが教会なので、とりあえず死ぬことを後にして、一回このお話をする教会に行ってみようじゃないかということで教会を訪ねたそうです。そこで福音の話、神様の救いの話、キリストのお話を聞いて、悔い改めて、イエス様を救い主として信じ、それから生きる理由が変わり、生きる理由を発見し、私のようにいろいろな辛さの中で、いろいろな問題を抱えて、死にたい、死にたいという人が、インド中にたくさんいるので、彼らにもうこれ以上だまされないで「私もそうだったのだよ。すべて、疲れて重荷を負っている者、それは死になさいではなく、わたしのところに来なさいとイエス様はおっしゃっているから、そのお話を伝えていかないといけないね。これが残りの人生、私が生きる理由だ」と思って、いまだに私たちの方にも伝わってくるほど有名な伝道者になったそうです。その人の名が、サンダー・シングという人です。辛さ、苦しみ、苦痛、悩み事、様々な問題、それは辛いでしょうが、死ぬ理由ではありません。死を選ぶ理由になりません。もし死を選ぶのだったら、人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている。いいことありません。サンダー・シングのように、そういう辛さこそ神の救いの招きの御声を聞くチャンスです。それが本当の辛さの理由です、つまり、神様がおっしゃっています。神様は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じるものが一人として滅びることなく永遠のいのちを持つためなのだという神様の御声を聞く理由です。自殺したい、死にたいと思うその辛さは、この神様の救いの御声を聞く理由です。聖書には、こう書いてあります。イザヤ53：5を見ると、私たちの辛さ、苦しみ、すべての傷を、イエス・キリストが身代わりとなって背負って十字架で血を流されたとあります。そのお話を聞く理由です。自殺によって辛さが解決できるわけではありません。皆さんがどんなにあがいても、皆さんの辛さ、苦しみは、解決になりません。それは根深い霊的な問題ですから、罪のないキリストが身代わりとして皆さんの苦しみ、傷、辛さ、すべての悩み事を全部代りに背負って十字架で罰せられ、血を流されて苦しまれました。そこが苦しみの解決の避難所です。そのお話を聞く理由です。先ほども申し上げましたように、マタイ11：28、すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。このイエス様の招きの御声を聞く理由です。私たちが死にたいと思う理由は、このイエス様の御声を聞く理由であることを覚えていてください。それでその辛さのゆえに、自殺したいと思うほどの悩み事のゆえに、このキリストの、神様の愛の御声を聞き、それに反応するようになるでしょう。ヨハネ1：12には、受け入れた人々、すなわち、その名を、イエス様の御名を信じた者は、神の子どもになる特権が与えられるとあります。こうなるための理由です。なぜ死にたいと思うほどの辛さが私たちにはあったでしょうか。神の子どもになる特権をいただくためです。サタンの偽り、だましごとにだまされないようにしてください。それで皆さんがもしこの神様の理由に沿って、イエス・キリストを受け入れたのであれば、その辛さ、悩み事のゆえに、Ⅱコリント5：17に言われているように、だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。死にたいと思うほどの辛い人生、滅びの人生はもう終わりました。古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなる。ヨハネ5：24に書いてあるように、イエス様を信じたその瞬間、死にたいほど辛かった人生が、死からいのちに移っているのです。このように変わります。ローマ８：２に書いてあるように、死と罪の原理から、永遠に解放されるようになります。それが、私たちが死にたいと思うほどの辛さ、苦しみの理由です。
　最後にもう一度まとめます。心に本当に覚えていてください。たくさんのお話しではなく、皆さんの心に刻印されている違うものが取り出されて、神のみことばによって正しいものが刻まれるようにならないといけません。自殺したいと思うほどの苦しみ、辛さは、死ぬ理由ではなくて、人生の本質に目覚め、神様からのまことの恵みの救いに預かり、永遠の祝福が得られるための理由です。心の中で覚えていてください。皆さん、どんな場合、どんな状況であっても、死をあおるサタンの声を断固拒否して、その代わりにマタイ11：28、すべて、疲れて重荷を負っている者は、イエスのところに、私のところに来なさいという主の御声に耳を傾けて、永遠のいのちの祝福に預かるようになることを祈りたいと思います。悪魔の声は断固拒否してください。死にたいという気持ちは悪魔の声です。皆さんに許されている、すべてが新しく作り変えられて、神の子どもになり、すべての滅びから解放されて永遠の天国の希望を持ち、輝く生きる理由を持って生きる人生に変わる機会があるのに、それを丸ごと奪おうとしているサタンの策略なのです。
　それから、イエス・キリストを受け入れたのでしょうか。そうならば、いろいろなことがあるでしょうが、それが辛い、苦しいと思わずに、それをはるかに上回るイエス・キリストの中にあるまことの安らぎ、幸せ、天国の希望、今主がともにおられる幸いなどを存分に楽しんで味わうようにしましょう。皆さんにすでに与えられている幸せを何かのことで奪われることないようにしましょう。クリスチャンの私たちには、自殺したいという気持ちにはならないでしょうが、逆に裏をかいて、悪魔に対しての攻撃は悩み事があり、苦しいことがあっても気にせずに、それをはるかに上回るキリストにある、天にある霊的なすべての祝福、天と地のすべての権限、聖霊が私たちの内側に宿って永遠にともにおられ、私たちに向かって神の子ども、アバ、父よと呼ぶことができる、世の光と呼ばれるほどのすばらしい祝福の存在につくり変えられたという祝福を一瞬たりとも逃さずに喜んで楽しんで味わいましょう。これが生きる理由です。どんなに辛いことがあっても、今キリスト、イエスのうちにある祝福がそれにはるかに上回るものなので、それに負けずに生きることができるわけです。消極的に申し上げるとそうです。生きる理由をクリスチャンはしっかり握っていないといけません。逆に言うと、死ぬわけにはいかないし、死ぬ理由がありません。いつかは死にます。しかし、死ぬか生きるかというのは、神の御手にあることを認めてください。それは私たちの管轄ではありません。気にしないでいのち許されているときに喜んで生きる理由を見つけて、楽しく喜んで生きることです。どんなことがあろうが、キリスト、イエスのうちにあるいのちの祝福はそれにはるかにまさるものです。刑務所の中にいても、死の影の谷を歩いていてもそれに負けません。それが私たちを自殺に追い込むような力にはなりません。キリストのいのちはそれほどの大木の祝福なのです。主は私の牧場の羊飼いです。私を強くしてくださる方が、私といつもともにおられるから。私はどんな場合でも自分で満足できる秘訣を心得ています。存分に迷わずに喜んで、残りの生涯を楽しく生きて行こうではないでしょうか。それはルンルン遊ぼうという意味ではありません。でも、楽しみを持って生きて行こうではありませんか。
それから、最後に本当に生きる理由です。パウロも言いました。子のイエス・キリストにある祝福が分かれば、今日死んで天国に行く方がずっと幸いです。しかし、生きる理由があるのです。死ぬか死なないかは神の御手にあるから、私が気にするものではありません。どんなに辛いことがあっても、死ぬか死なないか、それは私たちの権限ではありません。これっぽっちも気にしないように。神様が日にちなどすべて、死ぬかたちさえ全部定めていらっしゃるわけですから、皆さんが神様ではない限りはそれを気にしないように。それから、どうやって生きるか、生きる理由をしっかり握って、先ほども申し上げましたこの苦しみ、辛さは、自分だけのものではなくて他の人も同じです。今も疲れて、重荷を負って倒れている他の人々に、まことの平安の福音を伝えようということを決心してください。それが、皆さんが勝手に死なずに生きる理由です。それが生きる尊い理由です。世の中の人は、様々な生きる理由を持って、それがどうにかなるとまた理由がないから死のうと思うのですが、私たちには絶対にあきらめることができないし、消されない理由があるわけです。福音宣教という理由があるのです。ですから、自殺に勝ちたいという方は、生きる理由を発見してください。生きる理由を変えてください。家族を養うため、成功するため、自分の才能を開花させるためなどいろいろあるでしょうが、その理由では自殺に勝てません。政治家も自殺する、芸能人も自殺する、学校の教師も大学の教授も博士も自殺する。それは特別な例外というのはありません。理由がみな間違っているので。生きる理由があります。あきらめずに生きる理由があります。サタンにだまされて、疲れて、重荷を背負って倒れている人々を助け、キリスト、イエスのまことの福音を持って彼らを助ける、これこそがクリスチャンの私たちの生きる聖なる理由です。皆さんを通して、その倒れている多くの人々が、すべて、疲れて、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげますと、このまことの安らぎへと招かれるイエス・キリストの御声を聞くことができる、これこそが私たちの生きる理由です。だから、私たちは辛さがあろうが、苦しみがあろうが、全部乗り越えられるようになります。

それから、死ぬことなどは管轄ではないので、死んだ後は天国に行けるように保障されているので、何にも気にしないでください。年を取っている方々は、もうしばらく経ちますと死ぬだろうというのは予想であって、それを気にすることは止めてください。私たちの管轄ではありません。気にすればするほど損です。それはまるでアダムが「あれを取って食べると、あなたは神様のようになる」みたいな感じになります。いつ死ぬのだろうか。死んだらああだ、こうだと考えるのは、神様の管轄なのに、それを脅かすことになるわけですから、最初から、根っこから気にしないでください。死んだら天国に行くという希望だけしっかり握って、生きる理由に徹してください。それで途中で何かあって死ぬなら、神様がそのように定めていらっしゃることなので、その時に死ねばよいのです。また90歳、100歳まで生かされるなら生きればいいのです。その間に、福音宣教という理由をしっかり握って、そのために走っていければそれで結構です。誰も止められません。あきらめるわけにもいかないものです。積極的に悪魔が恐れる生き方の主人公になっていただきたいと思います。
 (祈り)

　恵み深い天の父なる神様。悪魔は今も人々を滅ぼそうとして、神様からのまことの救いの機会を、自殺を通して奪おうとしています。クリスチャンの私たちが正しく理解して、そこから解放されている感謝とともに、豊かに生きる、今与えられている祝福を存分に楽しむ人生を歩き、何より他の疲れている人々にまことの安らぎの福音を伝える聖なる理由を持って、様々なことがありますがそれに負けないで人生を堂々と生きるクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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